
人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group
若草歌練会

若
草
歌
練
会
は
、
約
25
年
前
に
地

域
で
生
活
す
る
人
々
が
歌
を
通
し
て

交
流
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
発
足

し
た
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
登
別
市
と

室
蘭
市
に
住
む
60
代
か
ら
80
代
ま
で

の
男
女
７
人
。
毎
月
第
２
・
第
４
木

曜
日
の
18
時
か
ら
20
時
ま
で
、
若
草

つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
で
、
会
員
そ
れ
ぞ

れ
の
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
て
い
ま

す
。代

表
の
広ひ

ろ

瀬せ

義よ
し

秋あ
き

さ
ん
は
、
「
会

員
が
好
き
な
歌
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

を
持
ち
寄
っ
て
、
一
年
か
け
て
、
練

習
し
ま
す
。
目
標
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
こ
と
を
第
一
に

参
加
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
年
１

回
、
他
の
サ
ー
ク
ル
と
合
同
で
行
う

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
優
勝
を
目
指
す
人

も
い
ま
す
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、

み
ん
な
歌
う
こ
と
が
大
好
き
と
い
う

こ
と
で
す
。
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
手

で
リ
ズ
ム
を
刻
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

他
の
会
員
の
歌
を
聞
く
こ
と
も
楽
し

い
時
間
で
す
」
と
笑
顔
で
同
サ
ー
ク

ル
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。

「
カ
ラ
オ
ケ
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

間
の
取
り
方
だ
け
で
も
聞
こ
え
方
が

大
き
く
変
わ
る
、
と
て
も
奥
が
深
い

も
の
で
す
。
歌
っ
て
い
る
と
自
分
で

は
気
付
か
な
い
く
せ
が
出
て
し
ま
う

も
の
。
や
は
り
多
く
の
人
に
聞
い
て

も
ら
う
こ
と
が
、
一
番
の
練
習
で
す

ね
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
歌
の

指
導
に
当
た
る
小こ

松ま
つ

孝た
か

宏ひ
ろ

さ
ん
。

毎
年
、
鷲
別
公
民
館
で
発
表
会
も

行
っ
て
い
る
同
サ
ー
ク
ル
で
、
一
緒

に
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
た
い
方
は
、

広
瀬
さ
ん
（
☎
090

－

８
２
７
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－

６

０
０
９
）
ま
で
。

▲�他の会員の歌声に耳を傾けるメンバー

カラオケを通し
て心を通わせる

豊
か
な
将
来
性
と
広
が
る
可
能
性

北
海
道
登
別
青
嶺
高
等
学
校

　
こ
の
春
、
登
別
青
嶺
高
等
学
校
の
卒
業

生
は
、
自
分
の
目
指
す
未
来
に
向
か
っ
て

羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
３
年

間
を
『
高
校
入
門
期
』
と
な
る
第
１
期
か

ら
『
実
力
完
成
期
』
の
第
６
期
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
期
に
応
じ
た
目
標
を
も
ち

な
が
ら
、
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
進

路
実
現
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
全
道
的
に
も
珍
し

く
同
校
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
３
年
生
に
は
メ
ン
タ
ー

（
良
き
指
導
者
、
理
解
者
、
支
援
者
）
制

度
を
取
り
入
れ
、
教
職
員
が
メ
ン
タ
ー
と

な
り
、
一
丸
と
な
っ
て
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
目
標
達
成
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
進
路
先
と
し
て
は
、
さ
ら
な

る
学
び
の
場
を
求
め
て
、
室
蘭
工
業
大
学

を
は
じ
め
と
し
た
大
学
に
23
人
、
短
期
大

学
に
２
人
、
看
護
学
校
に
５
人
が
、
日
本

工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
を
は
じ
め
と
し

　
平
成
17
年
度
に
『
登
別
南
高
等
学
校
』
と
『
登
別
高
等
学
校
』
が
統
合
し
て
誕
生
し

た
『
登
別
青
嶺
高
等
学
校
』
。
２
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
地
域
に
密
着
し
た
取
り
組

み
を
進
め
る
同
校
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

た
専
門
学
校
に
は
44
人
が
進
学
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
、
地
元
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
卒
業
生
が
多
い
傾
向
が
あ
る
同
校
。

51
人
が
胆
振
管
内
に
、
７
人
が
胆
振
管
内

を
除
く
道
内
に
、
１
人
が
道
外
に
就
職
し

た
ほ
か
、
北
海
道
警
察
な
ど
の
公
務
員
試

験
に
７
人
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
今
春
も
、
登
別
青
嶺
高
等
学
校
を
巣
立

っ
た
多
く
の
卒
業
生
が
、
新
た
な
門
出
を

迎
え
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
登
別
青
嶺

高
等
学
校
（
☎
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） ▲�地域のさまざまな企業が一同に会した

『企業説明会』で熱心に説明を聞く生
徒

一人ひとりの思いを大切に
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